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昭
和
十
年
の
初
頭
以
来
、
粒
々
の
辛
苦
を
積
ん
で
完
成
を
急
ぎ
つ
つ
あ
っ
た

『
改
訂
辞
苑
』
の
原
稿
も
組
版
も
、
二
十
年
四
月
二
十
九
日
の
戦
火
に
跡
形
も

な
く
焼
け
失
せ
、
茫
然
た
る
編
者
の
手
許
に
は
た
だ
一
束
の
校
正
刷
の
み
が
残

さ
れ
た
。
し
か
も
戦
火
に
続
く
敗
戦
と
戦
後
の
混
乱
と
は
、
如
何
に
辞
典
に
妄

執
を
抱
く
編
者
を
以
て
し
て
も
、
直
ち
に
復
興
を
企
図
し
得
べ
き
底
の
も
の
で

は
な
か
っ
た
。
焦
土
の
余
熱
は
、
容
易
に
冷
ゆ
べ
く
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
然
る
に
倖
な
る
哉
、
同
年
十
二
月
、
当
時
元
気
に
活
躍
せ
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た

岩
波
書
店
主
故
岩
波
茂
雄
氏
と
編
者
と
の
間
に
、
早
く
も
『
辞
苑
』
の
改
訂
に

関
す
る
協
定
成
り
、
一
陽
来
復
、
編
者
と
し
て
欣
快
の
こ
れ
に
過
ぐ
る
も
の
は

な
か
っ
た
。

　
他
面
、
当
時
の
国
内
情
勢
は
、
恐
ら
く
開
闢
以
来
最
悪
の
事
態
に
お
か
れ
て

居
た
。
餓
莩
路
に
横
り
、
怨
嗟
の
声
巷
に
満
つ
る
を
見
聞
し
て
は
、
辞
典
改
修

の
ご
と
き
迂
遠
な
る
事
業
の
、
未
だ
そ
の
時
機
に
非
ざ
る
を
観
念
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。
更
に
翌
二
十
一
年
四
月
、
岩
波
茂
雄
氏
の
突
如
た
る
訃
音
に
接
し

て
は
、
出
版
界
の
先
覚
を
喪
弔
す
る
の
悲
し
み
と
共
に
、
本
事
業
の
前
途
も
亦

多
難
な
る
べ
き
を
秘
か
に
憂
慮
し
た
の
で
あ
る
。

　
併
し
、
越
え
て
二
十
三
年
季
春
、
先
考
の
志
を
襲
い
で
岩
波
書
店
を
継
承
せ

ら
れ
た
岩
波
雄
二
郎
氏
を
始
め
幹
部
の
各
位
は
、
文
化
の
再
建
途
上
に
お
け
る

辞
典
の
重
要
な
役
割
を
認
識
し
て
『
辞
苑
』
改
修
の
促
進
方
針
を
決
定
せ
ら
れ
、

編
者
は
こ
れ
に
基
き
、
同
年
九
月
十
三
日
、
書
店
内
の
一
室
を
借
り
て
新
編
集

部
を
開
設
し
、
茲
に
事
業
の
再
発
足
を
見
得
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
た
だ
そ
の
当
初
に
あ
っ
て
は
、
危
く
烏
有
を
ま
ぬ
か
れ
た
校
正
刷
を
唯
一
の

た
よ
り
と
し
て
の
こ
と
で
は
あ
っ
て
も
、
と
も
か
く
も
校
正
刷
が
あ
る
以
上
、

改
修
の
事
業
は
比
較
的
簡
単
に
進
め
得
る
も
の
と
我
も
人
も
思
考
し
た
が
、
そ

の
予
想
は
実
は
甚
だ
甘
か
っ
た
。
戦
塵
の
鎮
ま
り
ゆ
く
に
つ
れ
て
、
日
本
は
一

大
転
換
を
開
始
し
て
居
た
の
で
あ
る
。
即
ち
昨
日
ま
で
国
を
動
か
す
大
き
な
原

動
力
で
あ
っ
た
陸
海
軍
は
廃
止
さ
れ
、
日
本
国
憲
法
は
公
布
せ
ら
れ
た
。
こ
の

憲
法
の
改
正
を
軸
と
し
て
、
法
律
は
勿
論
、
文
物
制
度
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
め

ま
ぐ
る
し
く
改
廃
さ
れ
、
創
建
さ
れ
て
行
っ
た
。
民
主
化
へ
の
巨
大
な
歩
み
は
、

古
い
も
の
一
切
の
存
続
を
拒
む
ご
と
き
世
相
を
展
開
し
た
。
こ
の
事
は
辞
典
編

纂
の
上
に
細
大
と
な
く
影
響
す
る
。
甞
て
の
重
要
項
目
は
今
は
多
く
削
除
す
べ

き
も
の
と
な
り
、
或
は
評
価
が
急
変
し
て
増
補
ま
た
は
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。
存
続
す
べ
き
項
目
に
対
し
て
も
、
そ
の
見
方
が
著
し
く
違
っ
て
き
た
。
加

之
、
新
た
に
採
る
べ
き
項
目
は
日
に
月
に
続
出
し
、
応
接
に
暇
な
か
ら
し
め
る

と
共
に
、
忽
ち
現
れ
忽
ち
消
え
去
る
社
会
百
般
の
事
象
が
編
集
部
を
困
惑
せ
し

め
た
の
も
、
混
乱
期
の
自
然
な
る
姿
で
あ
っ
た
。
兵
を
廃
し
た
国
に
警
察
予
備

隊
が
で
き
、
こ
れ
が
忽
ち
に
し
て
保
安
隊
と
変
り
、
三
転
し
て
自
衛
隊
と
な
る
。

編
集
部
は
そ
の
都
度
、
前
稿
を
捨
て
て
新
稿
を
草
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
辞
典

が
単
純
な
国
語
辞
典
で
は
な
く
、
百
科
の
語
彙
、
固
有
名
詞
を
も
収
録
し
て
あ

ま
さ
ぬ
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
か
か
る
現
象
か
ら
被
む
る
編
纂
上
の
困
難
は
、

当
初
の
予
想
を
裏
切
っ
て
こ
れ
を
数
倍
化
し
た
。

　
困
難
は
そ
れ
の
み
に
は
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
新
事
項
は
遠
慮
な
く
発
生
す
る

が
、
こ
れ
を
正
確
に
解
説
す
る
に
資
料
と
す
べ
き
も
の
は
、
こ
れ
に
伴
っ
て
は

出
て
来
な
い
。
否
、
編
集
部
開
設
の
当
初
に
は
、
新
項
目
採
集
に
使
用
す
る
新

聞
な
ど
の
入
手
す
ら
で
き
な
か
っ
た
。
紙
が
な
い
、
鉛
が
な
い
　
　
資
材
の
欠

乏
が
新
資
料
の
出
現
を
固
く
阻
ん
で
居
た
の
で
あ
る
。
今
な
ら
ば
年
鑑
を
繰
れ

ば
容
易
に
知
り
得
る
こ
と
も
、
重
い
兵
隊
靴
を
は
い
た
部
員
が
、
役
所
や
新
聞

社
を
訪
ね
て
聞
い
て
回
っ
た
。
信
憑
す
べ
き
戦
後
の
資
料
が
ぽ
つ
ぽ
つ
出
て
来

た
の
は
二
十
六
、
七
年
頃
か
ら
で
あ
る
。
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か
か
る
状
況
の
中
に
あ
っ
て
は
、
当
初
二
、
三
年
で
と
予
想
さ
れ
た
こ
の
改

修
事
業
も
、
恰
も
こ
の
国
の
河
川
改
修
工
事
の
ご
と
く
四
年
と
延
び
五
年
と
後

れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
小
規
模
の
改
修
の
つ
も
り
で
始
め
た
こ
の
仕
事
は
、

日
本
そ
の
も
の
の
大
革
新
を
偽
ら
ず
に
反
映
す
る
た
め
に
は
、
全
面
的
な
大
改

修
に
突
入
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
斯
様
に
改
修
の
規
模
は
拡
大
さ
れ
、
収
載
語
彙
は
二
十
万
を
超
え
る
に
至
り
、

時
日
は
遷
延
し
つ
つ
も
、
二
十
八
年
三
月
に
至
り
、
六
年
に
及
ん
だ
業
を
終
り
、

爾
後
の
推
移
転
変
に
は
組
版
の
過
程
に
お
い
て
対
応
す
る
方
針
の
下
に
、
尨
大

な
る
原
稿
の
集
積
を
書
店
側
の
手
に
委
ね
た
の
で
あ
る
。

　
と
も
あ
れ
、
「
や
っ
と
出
来
た
」
安
心
と
満
足
の
中
に
今
年
元
朝
八
十
の
春

光
に
浴
す
る
こ
と
を
得
た
。
こ
の
辞
典
が
昭
代
の
文
化
遺
産
と
し
て
後
世
に
伝

存
す
る
に
足
る
べ
き
か
否
か
は
、
大
方
の
批
判
を
仰
ぎ
、
時
の
篩
に
俟
つ
外
は

な
い
が
、
少
く
と
も
現
在
最
も
新
し
く
、
当
用
を
弁
ず
る
に
甚
だ
好
適
な
辞
書

た
ら
し
め
得
た
こ
と
の
自
負
を
持
つ
。
併
し
、
こ
の
功
た
る
や
、
自
己
一
身
に

帰
す
べ
き
で
な
い
の
は
も
と
よ
り
で
あ
る
。
こ
の
編
纂
事
業
に
協
力
を
惜
し
ま

れ
な
か
っ
た
数
十
百
氏
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
方
々
の
心
血
の
凝
り
固
ま
っ
て

こ
の
辞
典
を
な
し
た
も
の
と
、
編
者
は
回
想
し
且
感
謝
す
る
。
今
、
序
文
中
に

誌
し
て
謝
意
を
表
明
し
た
方
々
以
外
、
編
集
に
執
筆
に
製
作
に
、
老
来
諸
事
に

も
の
う
い
編
者
を
扶
け
て
こ
の
難
事
業
を
達
成
せ
し
め
ら
れ
た
方
々
の
芳
名
を

掲
げ
な
が
ら
、
日
頃
抱
懐
す
る
四
恩
感
謝
の
念
を
も
新
た
に
し
た
い
の
で
あ
る
。

　
昭
和
二
十
三
年
九
月
十
三
日
に
開
設
し
た
編
集
部
は
、
主
任
を
市
村
宏
氏
に

依
嘱
し
、
部
員
に
関
宦
市
・
猪
場
毅
・
横
地
章
子
・
長
谷
川
八
重
子
・
藤
井
譲

・
佐
藤
鏡
子
・
木
村
美
和
子
諸
氏
の
参
加
が
あ
り
、
協
力
一
致
、
直
接
に
編
者

を
扶
け
て
如
上
の
難
関
に
当
面
し
、
本
辞
典
の
た
め
そ
の
全
力
を
傾
倒
さ
れ
た
。

ま
た
大
野
晋
氏
は
特
に
国
語
部
門
の
校
閲
と
語
法
に
関
す
る
事
項
の
改
新
と
に
、

終
始
繁
忙
の
時
を
割
い
て
協
力
を
惜
し
ま
れ
な
か
っ
た
し
、
松
山
貞
夫
氏
は
法

律
部
門
、
稲
沼
瑞
穂
氏
は
理
科
部
門
に
お
い
て
編
集
部
を
指
導
さ
れ
た
。

　
昭
和
二
十
八
年
三
月
、
前
後
六
カ
年
に
わ
た
り
、
改
修
と
称
す
る
よ
り
も
む

し
ろ
新
修
の
業
を
了
っ
て
編
集
部
を
解
い
た
の
ち
は
、
仕
事
は
製
作
の
過
程
に

入
り
、
岩
波
書
店
編
集
部
に
お
け
る
担
当
各
位
の
、
有
形
無
形
、
真
に
昼
夜
を

分
た
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
業
務
は
進
行
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
一
々
芳
名
の
列

挙
を
省
く
の
失
儀
を
お
宥
し
あ
り
た
い
。
尚
、
前
記
の
市
村
・
佐
藤
両
氏
に
も

引
続
い
て
こ
の
仕
上
げ
過
程
に
参
加
を
煩
し
た
。

　
二
十
八
年
六
月
、
大
日
本
印
刷
株
式
会
社
市
ヶ
谷
工
場
に
ト
ラ
ッ
ク
で
搬
入

さ
れ
た
累
々
た
る
苦
心
の
原
稿
が
、
や
が
て
校
正
刷
に
な
っ
て
返
っ
て
来
る
。

そ
れ
を
校
正
し
て
四
校
五
校
に
及
ぶ
の
で
あ
る
が
、
そ
の
間
に
も
新
事
項
は
次

々
と
発
生
し
、
新
学
説
も
現
出
す
る
。
最
後
の
み
が
き
も
か
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
た
め
に
は
書
店
の
方
々
の
並
々
な
ら
ぬ
尽
瘁
は
勿
論
、
ま
た
外
部
か
ら
来

援
せ
ら
れ
た
市
古
貞
次
・
板
坂
元
・
同
美
智
子
等
諸
氏
の
熱
心
な
協
力
が
あ
っ

た
。
か
く
し
て
三
年
に
わ
た
る
製
作
期
間
中
に
生
ず
べ
き
ず
れ
を
除
き
、
誤
謬

を
人
力
の
及
ぶ
限
り
に
お
い
て
少
な
か
ら
し
め
よ
う
と
の
編
者
及
び
書
店
の
意

図
は
、
ほ
ぼ
全
き
を
得
た
と
信
ぜ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
方
々
の
努
力
に
対
し
、

編
者
は
衷
心
の
謝
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
尚
、
本
辞
典
は
前
後
二
回
に
わ
た
る
改
修
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
項

目
に
つ
き
、
当
代
一
流
の
学
者
、
新
進
の
学
人
に
執
筆
・
修
訂
を
委
ね
て
居
り
、

た
め
に
本
辞
典
の
内
容
に
つ
き
自
信
を
深
め
、
権
威
を
高
め
得
た
る
こ
と
幾
許

な
る
か
を
知
ら
な
い
が
、
今
そ
の
主
な
る
方
々
の
芳
名
を
記
せ
ば
、
会
津
晃
・

青
山
秀
夫
・
浅
山
哲
二
・
有
賀
鉄
太
郎
・
粟
田
賢
三
・
飯
島
篤
信
・
池
上
禎
造

・
今
西
錦
司
・
大
築
邦
雄
・
岡
山
泰
四
・
小
野
和
・
河
鰭
実
英
・
岸
春
雄
・
木

下
法
也
・
小
島
六
郎
・
小
林
恵
之
助
・
小
林
行
雄
・
駒
井
卓
・
斎
藤
秋
男
・
阪
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倉
篤
義
・
坂
田
昌
一
・
佐
藤
芳
彦
・
鎮
目
和
夫
・
島
村
福
太
郎
・
新
村
猛
・
末

永
雅
雄
・
高
木
公
明
・
高
木
貞
二
・
千
野
光
茂
・
塚
本
洋
太
郎
・
暉
峻
衆
三
・

徳
田
御
稔
・
朝
永
振
一
郎
・
長
尾
雅
人
・
仲
新
・
中
村
誠
太
郎
・
中
村
幸
彦
・

南
条
正
明
・
橋
浦
泰
雄
・
林
雄
次
郎
・
原
光
雄
・
土
方
克
法
・
日
高
敏
隆
・
平

野
宣
紀
・
福
田
正
・
古
川
久
・
堀
喜
望
・
本
城
市
次
郎
・
牧
野
亥
之
助
・
真
下

信
一
・
松
山
貞
夫
・
三
ヶ
尻
浩
・
宮
地
伝
三
郎
・
都
留
重
人
・
都
城
秋
穂
・
宮

原
誠
一
・
森
鹿
三
・
森
龍
吉
・
大
和
一
夫
・
山
内
太
郎
・
湯
浅
明
・
湯
川
秀
樹

・
依
田
新
等
の
諸
家
で
あ
る
。
ま
た
本
辞
典
に
揷
絵
の
筆
を
執
ら
れ
た
牧
野
四

子
吉
・
佐
藤
義
郎
の
両
氏
、
及
び
煩
雑
極
ま
り
な
い
本
辞
典
の
組
版
・
製
版
・

印
刷
に
従
事
せ
ら
れ
、
書
店
側
と
よ
く
協
調
を
保
ち
つ
つ
、
我
印
刷
術
が
到
達

し
得
た
る
最
高
の
技
術
と
能
力
と
を
惜
し
み
な
く
発
揮
せ
ら
れ
た
大
日
本
印
刷

株
式
会
社
の
関
係
各
位
に
感
謝
し
、
更
に
個
人
的
に
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
の
事

業
の
前
後
を
通
じ
て
な
に
く
れ
と
な
く
編
者
の
相
談
相
手
と
な
り
、
不
断
の
友

情
を
表
せ
ら
れ
た
岡
茂
雄
氏
に
本
辞
典
の
成
る
を
告
げ
て
、
そ
の
喜
び
を
頒
ち

た
い
。

　
更
に
、
我
洋
画
壇
の
巨
擘
安
井
曽
太
郎
画
伯
が
親
し
く
装
幀
の
労
を
執
ら
れ
、

巧
み
に
『
広
辞
苑
』
の
書
格
を
表
現
せ
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
、
編
者
と
し
て
深

い
感
銘
を
禁
じ
難
い
。

　
思
う
て
こ
こ
に
至
れ
ば
、
四
恩
の
広
大
に
し
て
無
辺
際
な
る
、
早
春
の
陽
光

と
共
に
老
身
を
包
む
の
感
を
覚
え
る
の
で
あ
る
。
（
昭
和
三
十
年
三
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
三
十
年
五
月
初
版
『
広
辞
苑
』
）
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文
庫
情
報

底
本
：
「
新
村
出
全
集
第
九
巻
」
筑
摩
書
房

　
　
　1972
（
昭
和47

）
年11

月30

日
発
行

初
出
：
「
広
辞
苑
」
岩
波
書
店

　
　
　1955

（
昭
和30
）
年5

月25

日
第1

版
第1

刷
発
行

※
底
本
は
、
物
を
数
え
る
際
や
地
名
な
ど
に
用
い
る
「
ヶ
」
（
区
点
番
号5-86

）

を
、
大
振
り
に
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

※
表
題
は
、
「
後
記
」
に
辞
書
名
を
補
い
、
底
本
編
集
時
に
与
え
ら
れ
た
も
の

で
す
。

入
力
：
フ
ク
ポ
ー

校
正
：
富
田
晶
子

2018

年7

月27

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（https://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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